
ノーマルヒル 全長 ..........300m
標高差 .....106m
傾斜長 .....220m

ヒルサイズ........ 102m
K点........................ 95m

AlionTek ZAO Schanze

蔵王ジャンプ台は、昭和53年（1978年）の建設後、日

本で初めてのインタースキーを皮切りに、5回の冬季国

体（現：国スポ）、国際蔵王ジャンプ大会や女子ワールド

カップ等、数多くの大会を開催してきました。これまで

も数回の改修を重ねてきましたが、平成26年（2014年）

2月に開催された「やまがた樹氷国体」において、安定し

た競技運営を行う必要があったことから、平成25年度

（2013年度）にFIS(国際スキー連盟)の最新ルールに合

わせた大規模改修を行い、最新のクーリングシステムを

備えた助走路に生まれ変わりました。平成27年（2015

年）には、ジャンプ台の１年を通した利用による「競技施

設としての有効活用」と、「観光資源としての活用」を目

指し、平成25年度（2013年度）改修時未着手の着地斜

面（ランディングバーン）改修とサマーヒル化工事を実施

しました。また、悪天候にも対応できるよう、照明設備

を設置しました。工事完了によって、FISの最新基準に

則した国内唯一のジャンプ台となり、平成28年度

（2016年度）の雪解け後から現在まで、サマージャンプ

台としても、多くのご利用をいただいています。

蔵王ジャンプ台の歴史
History of ZAO Schanze
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Start Gate

選手がスタートする場所
大会の時はスタートの基準となる位置を決めて、
基準より高くすると減点、逆に低くすると加点さ
れるルールがあります。

スターティングゲートからカンテまでのことで
す。緩やかにカーブするクロソイド曲線を導入し
た最新型のジャンプ台となっています。
最大斜度は35度です。

飛び出すときの角度は下向きに11度です。踏み
切る瞬間には、時速80km後半まで加速します。

スタートの順番が近い選手の待機場所。
ここからスタートゲートに進み、ジャンプを行い
ます。

Approach

ジャンプするための助走路

Kante

ジャンプ台先端の踏切台

Start House

ジャンプ前の選手の控え室
選手が着地することをランディングといいます。
着地はテレマーク姿勢をとれるかで飛型点が大き
く変わり、得点に関わる重要なポイントです。
最大斜度は36.5度です。

Landing Bahn

ジャンプの着地位置

減速、停止するための範囲
選手が着地し、その後減速、停止するためのとこ
ろです。着地地点までは下り坂ですが、途中から
は減速するために上り坂になっています。

Coaching Box

コーチが指示を出す場所
風の影響はジャンプに大きな影響を与える（向か
い風だと飛距離が伸びる）ため、追い風は加点、向
かい風では減点とし、最終的な得点計算で調整さ
れます。

Judge House

飛型審判を行う場所
飛型審判員は5人おり、それぞれ部屋に分かれて
採点を行います。「飛型」とは飛び方の姿勢を指し、
飛型点はジャンプの美しさ、正確さ、着地姿勢な
どを採点します。

Slope Car Station

選手を運ぶスロープカー
山麓駅・ジャッジハウス駅・コーチングボックス
駅・山頂駅の4駅があり、令和5年に選手の輸送力
向上を図るため、スロープカーを2両編成にし、駅
舎も増築しています。

ひ    けい

ドイツ語でスキージャンプ台のことを意味します。
ちなみにスキーでよく聞くゲレンデもドイツ語です。

専用の特殊な生地が使われています。生地は5層構造になっていて、伸縮性と弾性があります。
1層目と5層目はナイロンとポリウレタン、2層目と4層目はフォーム材（いわゆるスポンジ）、
3層目は小さい穴の空いた膜になっていて、これで通気量がコントロールされています。

普通のアルペンなどのスキー板に比べ非常に長く軽く作られています。
スキー板の長さは、身長や体重に基づいて、使用することが出来る長さが決まります。
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